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2Ca－3 毛髪含有元素濃度に影響をおよぼす要因
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大妻女大情報　　大森佐与子

食　　物

　目的　食生活をとりまく社会生活環境の多様化に伴って，栄養摂取に偏･りが生じ，健康

障害をもたらす事が危惧されている。栄養摂取状況の把握に毛髪ミネラルバランスが有効

であることが報告されている。そこで，20才代女性の毛髪ミネラルバランスによる栄養摂

取状況を検討した。さらに，生活環境およびシャンプーによる毛髪中含有元素濃度の変動

を検討した。元素定量は非破壊放射化分析法によった。

　方法　試料：健常女子学生および職員（21-28才）の毛髪26件。同時にアンケート調査（食

習慣，パーマの有無，シャンプーの種類，常用服用傾向，嗜好傾向）を実施した。分析方

法：採取試料を大森らの方法による洗浄後，風乾し秤量して硝酸処理したポリエチレン袋

に封入し照射試料とした。KUR-Pn-1にて１分間および60分間照射を行い，適時冷却後，Ge

検出器を用いる4096チャンネル波高分析器による７線スペクトロメトリーを行なった。測

定元素はAl, Br, Ca, Cl, Cu. I, Mg, Mn. V, S. Au. As, Na, K,Co, Cr, Fe,Hg, Sb, SeおよびZnであった。

　結果　①20才代女性の毛髪中元素濃度は多くの元素において，日本人毛髪中元素濃度正

常人値を下回っていた。こごの傾向は加工食品への過度な依存，食の簡素化および欠食など

食生活のあり方が影響しているものと考えられる。②職員の毛髪中Zti濃度は，学生よりさ

らに低値を示した。この事はストレス負荷が原因ではないかと考えられる。③毛髪中Zn濃

度がきわめて高値者が認められた（300-460ppin）。これは，使用シャンプーにZtiが配合さ

れ，毛髪へのZn付着による影響と考えられるので，酸による洗浄を行い，外部付着Zn除去

の検討を行い，異常Zn高値の原因はシャンプー使用によることが明らかになった。
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　目的　環境汚染や食生活における栄養摂取のアンバランスが体内のミネラルバランスをくずし、

健康障害をおこしていることが指摘されている。毛髪は生体金属の一種の排泄器官であり、体内の

ミネラルバランスを知る上で優れたモニター試科とされ、毛髪の多元素分析によって健康管理、病

態把握が試みられている。今回、成人病予防並びに栄養管理に資するため、毛髪中多元素濃度と臨

床検査所見・栄養摂取状況との関連について検討した。

　方法　某事業所勤務者35～59歳男子66名を対象とし、毛髪中含有13元素（I,Br,Hg,Cu,V,CI,AI

Ca,S,Au,Zn,Na, K ）濃度を放射化分析法により測定した。同時に同一人の臨床検査（体位, BHI,体

脂肪率、血糖, TCHOL,HOL.TG等の測定）ぶ並びに栄養調査（エネルギー、脂質、食物繊維、コレステ

ロール摂取量の算出）・食習慣調査（脂肪摂取量の算出）を行い、相関行列による検討を行った。

　結果　各項目間の相関（p≦0.01)のあるものを列記すると、毛髪中元素間ではAlはVと正相関、

CaはHg、CUと正相関、Clと負相関、ＳはCaと正相関、ZnはVと負相関、ＫはNaと正相関を示した。

検診所見との関連では、CUはTG,BHI,体脂肪率と正相関、Znは血中Na/K比と正相関を示した。栄養

調査との関連ではsは総脂肪と負相関、Auは食物繊維と正相関を示した。食習慣調査との関連では、

Hgは脂肪エネルギー比率、PF,SFと正相関, AlはSFと正相関、caは脂肪エネルギー比率、動物性脂

肪、PF,SFと正相関を示した。以上のように、毛髪中ミネラル濃度は臨床検査成績と関連している

こと、また、食習慣調査とより強い関連が認められ、食習慣を反映していることが示唆された。
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